第２０回教育委員会（定）
開会日時　　平成２４年　１１月　　９日（金）　　　午前　１０時００分
閉会日時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前　１１時４０分
開会場所　　教育委員会室

出席者
　　委員　　別　府　明　雄

　　委員　　今　井　英　彦

　　委　　　　　員　　谷　田　　　泰

　　委員　　高　野　佐紀子
　　委員　　北　川　容　子

出席事務局職員

　　事務局次長　　寺西幸雄　　　　庶務課長　　小　池　喜美子

　　学務課長　　森下真博　　　　生涯学習課長　　中島　実
　　指導室長　　矢部　崇　　　　新しい学校づくり担当課長　　田中光輝
　　放課後対策担当係長　　藤　井　正　広　　　　中央図書館長　　代田　治
署名委員
　　　　　　　　　　委員長

　　　　　　　　　　委　員
午前　１０時００分　開会

委員長　　本日は５名の委員の出席を得ましたので、委員会は成立いたしました。

　ただいまから、平成２４年第２０回教育委員会定例会を開催いたします。

　本日の会議に出席する職員は、寺西次長、小池庶務課長、森下学務課長、中島生涯学習課長、矢部指導室長、田中新しい学校づくり担当課長、大澤学校地域連携担当課長は欠席のため、かわりまして、藤井放課後対策担当係長、代田中央図書館長の、以上８名でございます。

　本日の会議録署名委員は、会議規則第２９条により北川委員にお願いいたします。

　本日の委員会は３名から傍聴申し出がなされており、会議規則第３０条により許可しましたので、お知らせいたします。

○報告事項

教育委員の任命について

（教育長）

委員長　　では、初めに、教育長から報告事項を聴取いたします。お願いいたします。
教育長　　教育委員さんの交代がございましたので、ご報告させていただきます。
　本山千惠子委員が、１１月１日をもちまして、任期満了に伴いましてご退任されました。
　かわりまして、高野佐紀子委員が、１０月２２日開催の区議会本会議におきまして、板橋区教育委員会委員としての同意を得て、１１月２日付で区長から新教育委員に任命されたことをご報告いたします。

委員長　　それでは、高野委員にご挨拶をお願いいたします。

高野委員　　今回、任命されました高野でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

委員長　　よろしくお願いいたします。

○報告事項

１．平成２３年度決算調査特別委員会文教児童分科会報告

（資料庶－１・庶務課）

委員長　　続きまして、報告１「平成２３年度決算調査特別委員会文教児童分科会報告」について、次長から報告願います。
次長　　それでは、資料１をご覧いただきたいと思います。決算調査特別委員会文教児童分科会の速報が配られていると思いますが、こちらの方をご覧いただきたいと思います。
　教育委員会関連の主な質問についてご説明いたします。
　まずは、最初に田中しゅんすけ委員でございますが、板橋フレンドセンターといじめ問題に関しましてご質問がされました。
　⑧のところで、学校の協力体制ということで、フレンドセンターと学校との協力体制についてご質問がございまして、学校とフレンドセンターと、いじめによって不登校ぎみになったお子さん、あるいは不登校になったお子さんに対しての情報交換を行っていることや、学校復帰に向けての対応について協議を行っていることについて答弁してございます。

　また、いじめ問題に対する教育委員会の取り組みということで、教育委員会でもご報告をしているとおりでございますが、いじめ問題については、どの学校にも、どの子にも起こり得ることを前提にして、認知件数の多い少ないにかかわらず、認知された場合、あるいは疑いがある場合については、速やかな対応、解決を図るように、学校に指導していることについて答弁してございます。

　続いて、いしだ委員でございます。

　不審者学校侵入事件に関してということで、ちょうどこの委員会の間際に、練馬区の方で脱法ハーブを吸った者が学校に侵入するという事件がございまして、それに関して、板橋区での対応について確認をしたものでございます。

　板橋区では、小中学校に防犯カメラを設置しているとともに、小学校については、来校者の受付員を、シルバー人材センターに委託して配置し、チェックしていること。また、受付員については、昇降口、または門の近く、あるいはクラブハウス等に配置ということで、入口を監視できる場所にいること等についてご説明してございます。

　また、委員からは不審者取り押さえの訓練等についてのご質問もございまして、不審者に対する統一的な研修は行っていないが、子供たちに対する全般的な安全教育の中で不審者に対する対応の仕方を教育しているということについてご答弁しておりますが、先日の校長会でも、再度、学校で不審者対応の訓練・研修を行うように学校長にお願いをしたところでございます。

　続きまして、いわい委員は、教育委員会関係はございませんでした。

　続いて、中妻委員ですが、フレンドセンターにおける不登校の問題に関してというところでは、不登校の児童・生徒数、それからフレンドセンターから学校へ復帰できた人数、あるいは大学の進学状況等の実態等についてご質問がございました。

　また、最後のところで、各放課後対策事業の整理統合の方向性についてというご質問でございますが、今、学校では、あいキッズ、学童クラブ、児童館、放課後子ども教室等、様々な子供に対します放課後対策事業が行われているところでございまして、この方向性についてご質問がございました。

　あいキッズにつきましては、現在、２５校で実施していますが、平成２７年度までに小学校全５３校で実施する予定であり、放課後子ども教室については、あいキッズが実施されたところについては、あいキッズに統合し、放課後の子供たちの主たる居場所は全てあいキッズに統合していく予定であるということをご答弁してございます。
　続いて、長瀬委員でございますが、区立幼稚園に関連しての質問がございまして、区立幼稚園の現在の状況、それから認定こども園への移行の方向性等についてご質問がございました。

　また、教員の長期休職者に関してというところでは、教員の長期休職者の実態について、また、それに対する区の対応ということでご質問がございまして、休職中の教職員については、各学校長が状況を把握し、復帰できるかできないかを見極めながら、場合によっては退職も勧奨するなど、そういう対応も行っているということをご答弁してございます。

　続いて、天野委員でございますが、こちらも幼稚園に関してということで、区立幼稚園の必要性と、今後のあり方というご質問でございます。

　幼稚園の定数を充足することは困難な状況でありまして、下回っている状況が続いているわけですが、教育委員会として、就学前の幼児教育の機関・組織を持ち、様々なカリキュラムの検討が必要だというふうに考えています。

　２園体制を維持してきましたが、今後、２園体制が区としての幼児教育に必要なものであるかどうか、幼稚園のあり方自体が変わっていく中で、検討していく必要があるというふうにご答弁してございます。

　続いて、なんば委員でございます。

　こちらも学校の安全、リスクマネジメントということで、危機管理体制への対応ということについてご質問がございました。

　１つは防災・防犯という観点で、学校現場も対策を考えているところでございます。特別な専門会議については持っていない状況ですが、学校の防災計画、それから地域防災計画の改定もありますので、今後も学校の対応を考えていかなければならないので、そういった中でリスクマネジメントについても検討していきたいということでご答弁してございます。

　また、各部が連携した取り組みの可能性についてということで、子供、児童・生徒に共通した危機の問題を、共通認識に立って対策を行うというご提案がございまして、各部署の連携が大変大切であるので、情報の共有化については常にお互いで行っていきたいということでご答弁しているところでございます。

　続きまして、田中いさお委員。いじめ問題に関してということでご質問がございまして、特にネット環境によるいじめの問題に関する区の現状と解決策ということでご質問がございまして、これは本日、後ほど、ネットでのいじめの調査報告がございますので、そちらで報告をさせていただきます。

　続いて、田中しゅんすけ委員の２回目の質問でございます。

　こちらについては、放課後対策事業に関してということで、先ほど出ております、あいキッズ、学童クラブ等の関係についてご質問がございました。

　また、就学援助に関して見直しの方向性が出ているが、どういうふうに対応していくのかということのご質問がございまして、答弁といたしまして、就学援助については、生活保護基準の１．２６倍という基準を設けて板橋区では実施しているところでございますが、板橋区は就学援助の数、あるいは認定率も他区に比べて高く、見直しは必要だというふうに認識しているところでございます。

　基準を見直すと、対象外となる方が発生するという問題があるために、基準の見直しについては難しいのではないかと考えておりまして、就学援助の費目などを見直す方向で検討していきたいというふうに答弁してございます。
　続いて、いしだ委員は、今回は質問がございませんでした。

　続きまして、次のページですが、いわい委員です。

　２つ目の質問で、高島平図書館に関して、バリアフリー化の進捗状況等のご質問がございました。
　高島平図書館につきましては。「誰でもトイレ」が設置されておりまして、そちらのトイレについて段差等はないわけですが、一般の利用するトイレにつきましては、設計の段階から、清掃のことを配慮してかと思いますが、段差が一段下がるような形でついております。
　そこの対応についてご質問がございまして、バリアフリーの改修については、施設改修予算確保ができていない現状の中で、トイレの段差の状況は把握しているので、今後対応について検討していきたいというふうにご答弁してございます。これについては何等かの対策を、今後講じる予定でございます。

　続いて、あいキッズに関してご質問がございましたので、先ほどと重複していますので省略いたします。
　また、区立幼稚園についてもご質問がございまして、特別支援教育が必要とされている幼児の数、私立を含めた特別支援教育の充実に向けた取り組みについてご質問がございました。

　続いて、中妻委員でございます。

　あいキッズに関しまして、実施の経緯及び必要性、また、平成２７年度までに全校実施することについての理由及び見解ということでご質問がございまして、あいキッズについては、文部科学省の新たな子育て支援策、放課後の児童育成プラン、そういうものを踏まえまして、全ての子供を対象とした放課後の居場所づくりということで、全国的に全児童を対象として事業が始まりましたので、板橋区の場合は、あいキッズとして開始したということでご答弁してございます。

　また、現在、２５校で実施しておりますが、平成２７年度末までについての実施でございますが、来年度は８校の実施を公表しているところでございまして、今後は平成２６年度、２７年度の２年間の計画を立てまして、最終調整を行っているところでございまして、その方向で平成２７年度までに実施していきたいというふうにご答弁してございます。

　最後のところで、中学生の部活動の充実についてというところでは、特に中学生の居場所づくりということで、部活動に所属しない、あるいは、すぐに帰宅して塾に行ってしまう、そういう子供たちの状況の中で、何もしないで放課後を過ごすということについては問題があるのではないかというご指摘でございます。

　なにがしかの活動、部活動にかわるような活動もあった方がよいと考えておりまして、学校施設の状況や指導者と相談しながら、今後、進めていくことが可能か、検討していきたいというふうにご答弁してございます。

　続いて、長瀬達也委員ですが、病気休職については、先ほどの引き続きでございます。
　私費会計に関しまして事件・事故が起こっておりますので、その辺についての監査の状況ということで、⑦のところでは、第三者による外部の監査も必要ではないかというご質問でございます。

　各学校では、年度ごとに精算を行いまして、教育委員会で繰り越しの有無などをチェックしているところでございます。各学校では、ＰＴＡの方も監査に入っていただきまして、私費会計の監査をしているのが現状でございます。

　第三者の方に依頼をすることになりますと、新たな経費も必要になりますので、今後、現在の体制についての整理・検討が必要でありますけれども、現時点では、今の体制でより一層精度を高めた監査を実施していきたいというふうに答弁してございます。

　続いて、天野委員については、ご質問がございませんでした。

　なんば委員ですが、学校長の権限に関してということで、学校長の権限の中にあいキッズの運営を含めることについてというご質問でございます。

　現在、あいキッズの事業につきましては、放課後対策事業として教育委員会事務局の所管で実施しているところでございます。あいキッズの事業につきましては、学校長の理解に基づき、円滑な活動を行っているということで、特に、今後も学校との連絡調整を密に実施して、学校長とあいキッズの連携をさらに保っていきたいということでご答弁してございます。今後の課題かなというふうに認識してございます。

　また、教育委員会で取り組んでいる学力向上への取り組みということについては、あいキッズ等を利用してフィードバック学習の活用ができないかというような内容のご質問でございまして、現在、あいキッズで実施している学校もございますが、あいキッズの様々なメニューの中で対応しているということなので、学校支援地域本部事業なども活用しながら、放課後の学力向上事業への取り組みについて対応しているところをご説明いたしたところでございます。

　また、天津わかしお学校に関しまして、存続の検討ということのご質問がございました。児童数の減少、施設の老朽化、他区での廃止が続いている状況などを受けて、施設のあり方の検討が必要であると考えております。
　他区の児童の受け入れについてご提案がございましたが、板橋区民のための学校であるため、経費の負担の面で十分な検討が必要であると考えております。

　法律的には、他区で、学校を廃校にする際に、児童を他の特別支援学校に受け入れたケースもありますので、手法としては可能ではないかというふうにご答弁をしてございます。

　学校適正配置の考え方につきましては、学校適正配置の手順について、協議会を立ち上げる際にしっかりと確認して始めるべきではないかということでご質問がございましたので、そういう方向で進めたいというふうにご答弁してございます。

　続いて、田中いさお委員ですが、尿検査のご質問につきましては、ご自身がご病気になったという経験から、予防的な検査が必要ではないかということでご質問がございました。

　それから、学校施設補修工事につきましては、学校の校庭の補修工事について、凹凸があった場合等の改修につきまして、志村第四小学校において、砂ぼこりを押さえ固める手法で校庭の改修を行いましたが、散水を重ねるなどの手間を重ねる必要があり、薬品を活用して効果が確認できるかという部分について、今後、検証していきたいということでご答弁してございます。

　続いて、特別支援学級の入級選考における発達障害への対応ということで、特別支援学級への入級の際の考え方についてご質問がございまして、固定級の特別支援学級については知的障害が対象ということ。

　知的障害でない場合については、通常級に行っていただくというのが基本的な考え方だということをご説明した上、通常学級の発達障害等のお子さんについては通級学級で対応しておりますが、そのほか、学校長を初め、学習指導講師、スクールカウンセラーなど、様々な人材を活用して、学校の中で児童が成長していけるような取り組みを行っているというふうにご答弁してございます。

　それから、いたばし子ども見守り隊・スクールガードに関して、事業の概要、評価についてご質問がございました。

　また、学力向上支援事業の成果についてもご質問がございました。

　最後のところですが、いわい委員です。

　災害時における保護者不在の子供への対応についてということでご質問がございまして、今回の大震災においても同様の対応が出た部分でございますが、家に帰宅した後、１人になっている子供について、地震等が起こった場合にどのように対応していくのかというご質問でございます。

　家に帰宅後、災害が発生し、１人になってしまう子供については、家庭であらかじめ対応について決めておいていただくのが望ましいと考えていますが、どのように、区として考えていくのか、これからの検討課題とさせていただきたいということで答弁してございます。

　長くなりましたが、以上でございます。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　予算も厳しいというのがあると思うのですけれども、そういう部分も絡むような話が幾つかありますよね。

次長　　はい。

谷田委員　　幼稚園のこととかも、そうでしょうし。そこら辺は、どういうふうに議論していくというか、どうするといいんですかね。「どうするといいんですかね」と私が言ってはいけないのかもしれないんですけれども。
　なかなか、教育のことだけで決められないことが、どうしても出てくると思うのです。
次長　　今回の分科会の中でも、今ご指摘がございました革新計画の見直しの項目になっています天津わかしお学校ですとか、幼稚園ですとか、就学援助のあり方等についてご質問がございました。

　幼稚園、天津わかしお学校等の施設については、設立当初のニーズ、あるいは目的、その辺と現状との違いがあるかどうか検証していかなければならないというふうに思っていまして、そういう意味でいくと、天津、あるいは新河岸幼稚園についても、利用者というか、入園児童・幼児が減ってきているという実態もあります。

　そういう中で、区として、こういう施設をこのまま維持していくのか、あるいは、見直して別の用途に予算を活用していくのか、そういうことを総合的に考えていかなければならないのかなというふうに思っております。

　ニーズと、どういう事業・サービス、サービスというのは語弊があるかも分かりませんが、事業を実施していくのかということを両方とも勘案して決めていかなければいけないのかなというふうに思っております。

谷田委員　　そうすると、最初に考えていたものが、ある程度達成できて世の中が変わっていく中で、違うものに変えるとか、これはもうやめてもいいのではないかと、そんなようなことと、あとはほかの自治体がやっているところの現状と照らし合わせながら決めていくということがあると思うのです。

次長　　はい。

教育長　　ただ、区の方としては、刷新計画ですとか、２０１５計画の見直しも、次長が言ったように検討しているんです。
　議会に対して、次の四定のところで正式に案を提案して、議会の皆さんのご意見を聞くという形になっていくと思うのです。

　それと並行して、教育委員会の項目で大きな項目が幾つか入っていますので、それに関しては、区の設置者としての考え方はもちろんあるでしょうけれども、教育委員会としての一定の論議はしておかなければいけないのではないかと思っていますので、事務局の方で資料を区の資料と合わせて提出しますので、ぜひ、教育委員会の中で少し論議をしていただきたいと思います。

　意見として出すことで、ひっくり返るかどうか、それは分からないんですけれども、１つの、実際に運営をしている教育委員会としての考え方というのは、公式にしておく必要はあるだろうなというふうに考えているところです。

次長　　あとは、幼稚園と天津わかしお学校については、短期的な課題ではなくて、ある程度、中長期的な課題ということで位置づけられておりますので、今後、現状等もご説明しながら、十分に議論していただくことは必要かなというふうに思っています。

委員長　　ほかに、ございますか。

今井委員　　なんば議員の２番目の、委員の関与についてというのは、これは何かお叱りをいただいたんでしょうか。

庶務課長　　これにつきましては、委員さんが、個人的にいじめ等々の問題の相談を受けるのかというようなご質問でして、教育委員会は合議制のものであるので、いじめの問題とか、そういうものについてご審議いただく会議体ではあるけれども、教育委員さん個人が、個人の職責として相談業務に当たるというようなことは規定されていないというようなご答弁をさせていただいています。

今井委員　　分かりました。

委員長　　今、色々出てきた中で３点ほどあるんですけれども。

　１つは不審者対策で、よく学校に行きますと、犯人を押さえる、さすまたみたいなのがあるじゃないですか。あれが廊下に堂々と置いてある学校もあって、あれを先に犯人に取られたらどうするのだろうということをいつも心配しています。ですから、部屋の中に入れるか、見えないところに置いておく方がいいのではないかなというのがあります。
　あとは、最近の学校は、みんな開放型になって、校門の高さ云々よりも、横からなら幾らでも入れるので、本当に心配なら、その辺のところも今後は考えていかなければいけないかなという気もしますけれども。某小学校は、あえて塀を取って植栽に変えてしまっているところも結構ありますから、その辺のところが若干どうかなという気はしております。
　それから、あと学校防災計画は、今、各学校にあるんですけれども、児童を守るための防災計画と、避難所になったときの防災計画と、ごっちゃになっているので、あの辺はきちんと整理していかないと、かえって運用が難しいのかなという気がしております。

　あとは、全然話が違うのですけれども、中学校の部活動の、放課後に何もしない生徒の対応ですが、色々、準備というか用意するのも、それはそれでいいと思うのですけれども、自分で考えてしっかりやるということも植えつけた方がいいので、「こうしなさい、ああしなさい」と色々用意してやるのは、必ずしも必要かなという部分を感じております。

　私個人的には、中学時代、もうかなり昔ですけれども、部活には入っておりませんでしたけれども、いつも読書ないし無線機をつくっていましたので、何もそういう施設よりは、個人で色々やっていたという部分も、全くそれは個人的な話ですけれども、あったりするので、そういった方向もあるのではないかなという気がいたしました。
教育長　　安全に関して、前に池田小学校の事件が起きたときにも、たしか同じ論議をしたことがあったと思うのです。

　本当に、外から入れないようにするのであれば、檻みたいな形で、しっかり全部施錠してということになるんですけれども、今の学校の考え方は、地域の中の学校ということで、今回の脱法ハーブを飲んだという人もそうですけれども、意識的に、本当に傷つけようとか、あばれようという気持ちで学校に入ってこようとしたら、今は、一言で言うとどこからでも入れる状態なんですよね。
　ですので、それを防ぐというのは、子供たちと地域との関係などを含めて、子供の成長にとっても望ましい状態ではないので、ああいう形で入ってきてしまえば、本当にさすまたなども含めて、使って、取り押さえるしかない話ですけれども、できれば、極力、教師ですとか学校支援地域本部ですとか、色んな大人が入ることによって、子供たちに、大人の目をたくさん光らせることで安全を確保するという考え方にせざるを得ないのかなというふうに思っています。

　ただ、不必要に入られてしまう、壁が破れているとか、生垣が壊れているというところは、きちんと一般的には入れないように対応する必要はあるというふうに考えています。
庶務課長　　防犯・防災の観点ですが、一般の不審者とか危機管理マネジメントというところでは危機管理マニュアルをつくってもらっています。

　避難所のあり方としては、学校防災計画の中で「震災編」というような形でつくっていただくようになるだろうと思っておりまして、危機管理室では、避難所運営マニュアルというものの作成も合わせてしておりますので、そこに教育委員会、あるいは学校等々の意見を入れていただいて、避難所のあり方を実効性のあるものにしていきたいということで作業をとりあえず進めているところでございます。
委員長　　避難所の所長というか、長は校長先生ですか。

庶務課長　　現時点では委嘱させていただいておりますけれども、改訂版の中では、地域の方、学校防災連絡協議会の中で決めていただきたいというような打ち出し方をしておりますので、とりあえず校長先生が全面的に避難所の運営にかかわるというのは好ましくないだろうという、そういう共通認識はできているのかなというふうに思っています。

委員長　　校長先生は児童を守る方に専念してもらった方がいいので、避難所の所長さんは別の方がいいかなと個人的には思っております。

教育長　　今でも、施設管理者は校長なので、避難所の方はきちんと別の避難所長にしてもらって、施設管理者としてかかわるという形にしてほしいということで、今、検討していただいています。

　ただ、所長さんになる方を誰にするのかというのは、地域の中でも決めるのが大変なようですね。

委員長　　ほかに文教児童委員会報告に関して、ご意見、ご質問がなければ、次に移らせていただきます。

○報告事項

２．小中学校における入学希望校応募状況について
（資料学―１・学務課）

委員長　　では、報告２「小中学校における入学希望校応募状況について」、学務課長から報告願います。
学務課長　　それでは、お手元に配付してございます、学－１「小中学校における入学希望校の応募状況について」という資料をご覧いただきたいと思います。
　まず、１番の実施状況でございます。
　（１）選択希望票の受付期間ということで、小学校の方は１０月１９日まで、中学校の方は１０月２６日まで、これは窓口ですが、受け付けさせていただきました。
　（２）選択希望票の送付数でございますが、小学校で３，７９８、中学校で３，９８８、括弧内はいずれも昨年度の数字でございます。
　（３）学校選択希望者数、小学校で８９６、中学校で９７９。括弧内の数字は、これも昨年度の数字でございます。
　この希望者数と先ほど申し上げました選択希望者の総数との関係でございますが、小学校におきましては、先ほど申し上げましたように、３，７９８人に対して希望者数が８９６人ということでございますので、この右側に記載がございますように、率としては２３．６％。

　同様に、中学校は３，９８８人に対しまして９７９人のご希望ですので、率としては２４．５％ということになります。

　この率の方も、括弧書きは昨年度の数字でございます。

　（４）の各学校の応募状況でございますが、これは別紙１になっておりますので、後ほど説明させていただきます。

　大きな２番で、抽選の実施というところでございます。

　まず、（１）小学校でございますが、この１１月１日に抽選を実施いたしまして、ご覧の１２校が抽選という結果になってございます。ちなみに、昨年は抽選校が６校でございましたので、倍増という結果になってございます。

　（２）中学校につきましては、この１１月１６日に抽選を実施させていただく予定ですが、ご覧の７校が抽選の実施ということになってございます。こちらの方も、昨年が４校ですので、大幅な増ということになってございます。

　３番目、今後のスケジュールでございますが、小学校につきましては、こちらにございますように、１１月１５日から各学校で就学時健診を実施いたします。
　続いて、就学・入学通知書を年明け早々に発送させていただきまして、先ほどの２番のところで、抽選の結果、補欠となった方の登録の期間でございますが、このようなところまで補欠登録期間がございまして、その間に私立・国立などに入学者が出たような場合に、順次、繰り上げにより当選ということになります。

　では、１枚めくっていただきまして、まず、別表１は裏表でございますが、小学校新１年生の入学応募希望結果一覧表でございます。

　表ですが、まず、網掛けと申しますか、強調表示されているところが今回の抽選校、または受入可能数に達した学校ということになります。

　また、表の左から、学校ごとの当初の受入可能数と、それに対しての希望者の数となってございます。

　さらに、その右側、二重線の中でございますが、希望者数の内訳になっておりまして、通学区域内と通学区域外に分けて表示してございます。このうち、通学区域内のところにございます括弧内の数は、通学区域内の住民登録者数ということになってございます。
　続きまして、１枚めくっていただきまして、別表２。こちらは中学校の方になります。こちらも様式としては同じでございます。
　ただ、こちらの方ですと、受入可能数を希望者数が上回っていても抽選校となっていない学校がありますが、中学校の場合は私立学校への入学者数がありますので、各学校の例年の私立学校入学者数の予測からその分を差し引けば受入可能数におさまるであろうという場合には抽選を回避しているということになります。

　小学校は、前回に希望者の状況に簡単に触れさせていただきましたが、中学校につきましては、この表をご覧いただきますと分かりますように、希望者数ですと、ナンバーで申し上げますと１８、１９、２０、赤塚第一、赤塚第二、赤塚第三が、いずれも２５０人を超え、赤塚第一は希望者３００人を超えているという状況がございます。

　一方で、希望者の少なかった学校となりますと、まず、Ｎｏ．４の板橋第五中学校が５５人、そしてＮｏ．１７向原中学校が３２人と、この辺は希望者が少なかったという状況になってございます。
　簡単ですが、説明は以上です。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。
谷田委員　　この一番上の表を見ると、中学は選択する割合が減っています。さっきの抽選校は増えていますけれども、選択する割合は減っているということですか。

学務課長　　そうですね。今回が２４．５％で、括弧書きで２６．１％。昨年よりも若干下がっているという傾向がございますが、この昨年を含めて、過去５年間の平均を見ますと２７．１％ですので、わずかですが中学校の場合は少し下がっているのかなと。４年前ですと２８．７％というときもありましたので、それから見ますと、少し下がっているのかなというところもございます。
　小学校の方は逆に、２３．６％、昨年度は２２．７％でございますが、過去５年の平均が２３．４％ですから、小学校の方はほぼ変わらないという形かと思われます。
谷田委員　　中学校は本人が決めているケースの方が多いのかなという印象があって、小学校は保護者の方が決めているケースの方が多いのかなと思うと、こういう傾向が違ってきているのかなというのを感じたんですけれども、そんなことはないですか。

学務課長　　率としては、それほど大きくはないので、もしかすると、年度の誤差の範囲かもしれませんが。

今井委員　　風評を含んで色々中学校は波がありますけれども、避けられた学校が２校ぐらい戻ってきているので、その分の希望が減ったのかなと思います。
学務課長　　例えば、赤塚二中あたりは、この４月で新校舎が完成しますので、そういった意味では戻ったというのがあるかもしれないですね。

高野委員　　小学校の、例えば３番の志村第二小学校などでは、通学区域での希望者が受入可能数を超えているんですが、こういう場合、抽選はどういうふうに。

学務課長　　基本的には、通学区域内の児童は全て入学していただく形になりますので、この受入可能数は、もともと３５人学級の倍数から若干の余裕数を見込んだ数でございますので、その余裕数の中で、通学区域のお子様をまず入れた上で、通学区域外の方を基本的に抽選対象にするという形で処理させていただきます。

高野委員　　分かりました。

谷田委員　　今の話でいうと、志村第二小学校も、この状況では抽選するということですか。

学務課長　　通学区域外のお子さんがいらっしゃいますので、抽選させていただきます。
　志村第二小学校さんの場合ですと、通学区域内の方で既に当初の受入数は超えていますので、それを先ほどの余裕分で何とか消化したとしても、通学区域外の方は、さすがにこの時点ではオーケーできないので抽選させていただきます。

　ただし、抽選しますが当選者数は出ない。つまり、補欠の順番を決めるだけの抽選という形を取らせていただいて、現時点では当選ではない。そして、私立とか、転居ですとか転出とかで欠員が出たら、順次、繰り上げのみ、補欠の番号を決めるだけの抽選となります。

委員長　　去年、成増小学校がそんな形。

学務課長　　そうですね。今回も、志村第二小学校と加賀小学校、それから桜川小学校、成増小学校、北野小学校、成増ケ丘小学校と、６校は当選者数ゼロという形の抽選をさせていただきました。

委員長　　志村第二小学校で、通学区域内は７２人じゃないですか、現在。
学務課長　　はい。

委員長　　これが全部来ると３クラスにせざるを得ないということですね。

学務課長　　はい、そうです。この場合は、志村第二小学校さんは、余裕分プラス、それでは足りなかったので、学級増をして受け入れている。当初の受入可能数を。

委員長　　増やしてですね。

学務課長　　はい。

委員長　　それで、３クラスになったとすると、選択した人も入れるようになる。

学務課長　　それ以外に、実は、通学区域外で優先的に入学することができる、兄、姉の方とかがいますので、現在のところは当選数ゼロで抽選させていただきました。

次長　　非常に教室が不足している学校ですので、できれば２学級にしたいという学校経営的な考え方があります。

　ただし、通学区域内のお子さんは全て受け入れるということで、委員長が今おっしゃったとおりだと思いますが、この７２という数字から、今後、国立・私立、特別支援学校等、あるいは固定級の特別支援学級等に行かれる方も含まれていますので、非常に３５人学級を想定すると微妙な線になっております。
　ただし、この右の３４人の中には、通学区域外の方で兄弟関係が今ある方もいらっしゃいますので、そういう方も受け入れなければいけないだろうというのが、学校長との話し合いの中で出されております。

　ただし、３５人学級については、今のところ２年生なので、学年進行によっては、３年生からは８０人で２クラスという編成もできますので、そういうことも想定して、近くに大きなマンションができる計画もあり、ここは、どんどんマンションができて増えている学校なので、そういう部分で、区域外から受け入れるのは難しいというのが状況です。

　あと１点、よろしいですか。
　今、学務課長が説明したとおりですが、当初この制度ができたときは、余裕教室というのが各学校にいっぱいという言い方はよくないですが、ありまして、ある程度、受け入れる余裕があって、一番最初の年に抽選をしたのは、たしか２校だけでした。
　その後も、二桁にいくということはまずなかったかと思うのですが、今年度は小学校で１２校、中学校で７校ということで、教育委員会として、保護者の方に「どうぞ学校を選択してください」というふうに申し上げて、通知をお出ししているのですが、実際にふたを開けてみると、通学区域の中のお子さんだけでいっぱいになってしまったり、ほかの選択をした方が入れないという状況が、かなり当初から比べると増えてきている実態があります。

　中学校で、３分の１の学校で抽選、小学校も４分の１程度の学校で抽選ということになると、学校選択をしてくださいという形で教育委員会のスタンスでいって、学校公開を見ていただいて、一生懸命選んでいただいて、実際に申し込んでみたら行けないということで、苦情も私の方に直接来ています。

　当初の制度の想定から、３５人学級が始まったことと、あとは、あいキッズで教室を小学校は使うようになったことと、あとは、児童数も前年に比べても若干増えているような傾向もありまして、特に赤塚、成増、徳丸地区について、あるいは志村の地区もそうですが、学校として、自分の通学区域のお子さんだけで精一杯の学校が大変増えているような状況もあります。

　当初の目的の「開かれた学校づくり」とか「個性ある学校づくり」ということについては、もうかなり浸透してきて、学校公開などもかなり地域に開かれた形でやっていますので、制度については、かなり見直さなければいけないのかなというふうに思っております。

　議会からも、昨日、町会連合会からも要望がありまして、その中にも学校選択制の見直しというのは含まれていますので、検討していかなければいけないと思いますし、もし制度を変えるようであれば早目に保護者に周知しないといけないかというふうに思っておりますので、また、少し検討が進みましたらご報告させていただきたいと思っています。
委員長　　４分の１ぐらいの方は選択しているわけですけれども、色んな意味で、色々と問題があるかとは思いますので、検討は必要かと思います。ということでよろしいでしょうか。
（はい）

○報告事項

３．成増社会教育会館「第２３回作品展」の実施結果について
（資料生―１・生涯学習課）

委員長　　では、報告３「成増社会教育会館「第２３回作品展」の実施結果について」、生涯学習課長から報告願います。
生涯学習課長　　それでは、成増社会教育会館の第２３回作品展の実施結果について、ご報告させていただきます。生―１と、その後ろに資料を配っておりますので、そちらの方も見ていただければというふうに思います。
　１０月２７日土曜日から２８日の日曜日の２日間にわたって行われたものでございます。

　内容は、利用団体の作品の展示、活動発表、紹介、サークルの体験教室でございます。

　テーマは「食欲の秋　芸術の秋　みんなでつながろう　大きな輪」というものでございまして、千点を超える作品が展示され、来場者につきましては、２日間で、出展者を含めると１，１７５名でございます。

　主催は社会教育会館、企画運営協力ということで利用団体作品展実行委員会でございます。
　この実行委員会は、各団体サークルから選ばれた方々によって、これまで何度も会合を開催し、ほぼ半年かけて準備してまいりました。当日の受付とかポスターのデザイン、印刷、事前準備などは参加するサークルが分担して担当しておりまして、サークル団体が主体的に担っておるところでございます。
　今回は２２団体が参加しまして、全館でこれを使用して行ってきました。

　出展された作品については、この日のために、一生懸命、１年をかけて制作した世界に１つしかない作品でございまして、心がこもった素晴らしいものばかりでございました。このニュースリリースの方でも作品が一部紹介されております。

　今回、新たに２階のロビーでは、成増小学校にご協力をいただきまして児童の絵が展示されたことによりまして、非常に華やいだ雰囲気になりまして、来場された方々も非常に感激したということで、好評でございました。

　出展者は中高年の方が多いわけでございますが、作品展を目標にして活動を行うことは自分自身の日々の活力になり、そして発表する機会が設定されることによって、ご近所の方や家族が一緒に見学することで励みになるということなど、一層の交流も深まってまいります。

　アンケートにも記載されているような声が多数寄せられておりまして、今後もぜひ継続していきたい事業でございます。とりわけ、今年度は北川教育長にもご来場いただきまして、皆さん非常に感激しておりまして、大変お喜びでございました。

　報告の方は以上でございます。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

　すみません、行けませんでした。
教育長　　私は日曜日の朝行ってきたんですけれども、本当に、皆さん、２２のサークルの方が自分たちで運営して、展示などもかなり工夫していまして、シニアの方たちが中心ですけれども、いきいきと活動しながら、素晴らしい作品がいっぱい並んでおりました。このエネルギーはすごいんだなと思って見てきました。

委員長　　そうです。社会教育会館の講演会に行っても、シニアの方がすごく元気です。

　よろしいでしょうか。

（はい）

○報告事項

４．小林保男板橋区文化財保護審議会会長平成２４年度地域文化功労者表彰授賞について
（資料生―２・生涯学習課）

委員長　　それでは、報告４「小林保男板橋区文化財保護審議会会長平成２４年度地域文化功労者表彰授賞」について、生涯学習課長から報告願います。

生涯学習課長　　生―２をご覧ください。国の平成２４年度地域文化功労者表彰を板橋区文化財保護審議会会長の小林保男先生が受けられることに決定いたしましたので、ご報告させていただきます。

　この表彰は、全国各地域において、芸術文化の振興、文化財の保護など、地域文化の振興に功績のあった個人及び団体に対して、その功績をたたえ文部科学大臣が表彰するものでございます。

　今回は全国で９６件の個人・団体が表彰され、東京都からは３件のうちのお１人でございます。

　表彰は、１１月１５日の午後、文部科学省で行われるわけでございます。大変栄誉のある受賞者が板橋区から選出され、大変喜ばしいことでございます。

　ご報告は、以上でございます。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

　小林さんは、板橋区史に関しては一番お詳しい方で、私も色々お世話になっておりますので、授賞されて大変結構だと思います。

○報告事項

５．人事情報
（資料指―１・指導室）

委員長　　では、報告５「人事情報」について、指導室長から報告願います。
指導室長　　資料「指－１」でございます。人事情報につきましては、指導室所管の都費負担の教職員と非常勤職員の人事について、毎月、最初の教育委員会で報告している内容でございます。
　まず、正規職員についてですが、１０月３１日現在数が１，７５３名。括弧内を含めまして１，８４５名で、９月末からの変化はございません。
　括弧内の内容といたしましては、休職者、育児休業者となっておりますが、９２名で、前回よりも３名の増となっております。

　増えた要因としましては、新たに病気休職に入った者が１名、育児休業に入った者が３名で、増要因は４、減要因が１名でございまして、病気休職から学校に復職した先生がいますのでそれが１、都合３名の増ということになっております。

　裏面でございますが、非常勤職員につきましては、まず、学習指導講師ですけれども、９月末時点から１名の増となっておりまして、現在数は１５４でございます。

　最後に退職があったのは、１０月３１日付で小学校の１名の退職がありまして、この後任を今探しているという状況になります。後任が決まり次第、１５５名の定数を満たすという形になるかと思います。

　（２）以下の非常勤職員については、数字の変更はございません。

　以上でございます。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

　病気休職の先生というのは、やっぱり精神的な方ですか。

指導室長　　鬱でございます。今回、病気休職に入った者も鬱ですし、復帰した者も鬱からの復帰ということでございます。

委員長　　なるべく早く戻られることを期待しております。ということでよろしいですか。

（はい）

○報告事項

６．学校ネットパトロール結果（速報値）
（資料指―２・指導室）

委員長　　では、次に、報告６「学校ネットパトロール結果（速報値）」について、指導室長から報告願います。
指導室長　　資料「指－２」でございます。以前にもお話しさせていただきましたが、大津のいじめの件を受けまして、いじめの対応を色々させていただいている中で、１０月のひと月間だけ、学校ネットパトロール、いわゆる学校裏サイトであるとか、子供たちのプロフ・ＳＮＳ等の調査を業者に委託しまして、その結果が速報値としてまいりました。
　今回は数字だけのご報告ということにさせていただきたいと思っております。
　この数字を見ていただきますと、小学校については、学校非公式サイトが１０件、プロフ等が３件で、都合１３件。中学校につきましては、学校非公式サイトが８件、プロフ等が６３４件、都合６４２件ということで、これらのものが検出されております。

　検出のレベルについては下に参考とありますが、そのリスクレベルの緊急対応の「高」の部分、この部分が検出されたものはございませんでした。ですが、削除が必要だと思われる「中」の部分についてはご覧の数字となっておりまして、この中には、自分で、「喫煙をした」とか「飲酒した」などということをプロフに書き込んでいたり、いじめらしき内容、自傷行為等との書き込みがあったり、あるいは、「うざい」とか「きもい」とか「死ね」とかという、そういう発言の書き込みもあったというふうに業者の方からは聞いております。
　また、プロフに自分の写真であるとか、友達の写真を載せていたということもあったということでありました。

　今後は、この結果を、学校ごとの結果として、各学校に、業者の方から私どもを通じて配らせていただいて、各学校での対応ということになろうかと思っております。

　それから、今後、このインターネット上のいじめがなかなか学校でも見えにくい状況もあるので、教員の研修を１１月下旬から１２月初旬にかけまして予定しております。

　今回の報告は、以上でございます。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

今井委員　　「こういうことがありますよ」と学校に届けて、学校はどうするんでしょう。結構、難しいところもあるでしょうね。そのまま、誰が書いたか特定できていれば指導するとか。その指導も、直接言うとか、何か難しそうで。その辺で、何かガイドラインというか、こうやるのがいいよみたいなことがあるんですか。
指導室長　　特定できている場合は、もちろん、その個人に対して、そういう書き込み等はしないようにということを指導できると思います。

　全体については、こういうインターネット等は子供たちも使いますし、携帯も多くの子供たちが持っている状況もあるので、見えない向こう側にある危険について知らせるということが、安全教育上、大事かなというふうに思っています。
　そういった指導をしながら、このネット社会の中でどうやって自分たちが生き抜いていくかということについても合わせて指導していくと、このようなことになろうかなと思っています。

委員長　　これを書き込んでいるというのは、児童生徒とは限らない。保護者もあるんですか。

指導室長　　そういうケースもあるのかもしれませんし、教員が書き込むかもしれないということもあります。そのあたりの分析は、もう少し業者の方の結果を見てみないと分からないわけですが、ヒットするのには、学校の具体名が挙がっていたり、子供の名前が入っていたりということになるので、件数としてはこういう件数になったと。

委員長　　これは、とりあえず１カ月ということでしたけれども、今後は続けられるのでしょうか。

指導室長　　今年度については、このひと月ということで恐らく終わるかと思います。次年度以降は、具体的に予算立てがとれているものではありませんが、今回も、当初の予定がなかったものを小学校の研究会と中学校の研究会、あるいは校長会と連携して予算組みをしたということですので、状況に応じては、継続的に必要ではないかというふうには考えております。

委員長　　そうですね。少なくとも、数だけ見れば相当な数があるので、それに対して対応がきちんとできていくようであれば効果的なものなので、続けられたら続けた方がいいかなとは思います。

指導室長　　特に、先ほどもおっしゃいましたように、情報モラル的なところがまだゆるいというところが子供たちの中にありますし、これだけの件数ですけれども、特定のお子さんが結構たくさん書き込んでいるというので、これだけの数字になっているということもありますので、そのあたりを学校で具体的に指示するということになっていくかなというふうに思っています。

委員長　　よろしいですか。

（はい）

○報告事項

７．大山小学校の平成２５年度新入学児童数について
（資料新―１・新しい学校づくり担当課）

委員長　　では、報告７「大山小学校の平成２５年度新入学児童数について」、新しい学校づくり担当課長から報告願います。
新しい学校づくり担当課長　　では、大山小学校の平成２５年度の新入学の児童数についてご報告いたします。
　先ほど、学務課長から、小中学校における入学希望者の状況をご報告したところですけれども、大山小学校の部分につきまして、少し詳しくご説明するとともに、今後の取り扱いについての考え方をお伝えさせていただきたいと思います。
　資料「新―１」です。

　１、平成２５年度新入学児童数、通常学級分でございます。

　大山小学校の通学区域の児童数は、就学申し出があります外国籍児童１名を含みまして、４４名となっております。
　学校選択制により隣接校を希望した方は３９名。内訳といたしましては、大谷口小学校１名、板橋第五小１３名、板橋第六小１９名、板橋第十小６名というような状況です。

　また、板橋区外の学校に就学を予定している方は１名。それから、大山小学校の通学区域外から学校選択によって大山小学校を希望している方が１名。これらを差し引きますと、大山小学校の平成２５年度の新入学児童見込み数は５名というような状況です。
　この５名の方に対しまして、私どもで意向の確認というのでしょうか、手続を行わなければここに残ってしまうということも鑑みまして、調査を行っております。

　５名のうち、大山小学校への入学の意向があるという方は３名でございます。あとの２名の方に関しましては、調査書などを自宅まで行って投函しているんですけれども、まだ調査書の未回答が２名というような状況でございます。

　それから、抽選による補欠登録者ということで６名ございます。これは、板橋第五小学校が抽選校となったことにより、大山小学校の通学区域から６名の方が、現在、板橋第五小学校の補欠登録者となっている状況です。

　この６名の方にも調査をしているんですけれども、再希望等により大山小学校以外の学校に入学の意向をお持ちの方は１名。残りの５名については、締切日ももう少し設定しておりますので、今日現在は確認が取れておりません。

　２番目です。大山小学校の通学区域の新入学保護者世帯から、保護者の方からの問い合わせであったり、意見の状況でございます。入学の案内を発送した後から昨日までの状況で、４名の方から問い合わせ、あるいはご意見をちょうだいしております。

　主な内容は、４点ございます。
　最初の２点につきましては受付期間中でございます。後半の２点につきましては抽選後の意見でございます。

　簡単に紹介させていただきますと、１つといたしましては、今後が不安なため、隣接校の板橋第五小学校を希望するけれども、抽選で当選しなかった場合どうなるのか。例えば、抽選対象外にするなど、こういった事情を勘案した対応はないのかというようなお問い合わせがございました。

　もう１点は、新入学に関する案内。これを見る限りは、大山小学校が、実際には統合になる可能性が高いと保護者の方は感じているにもかかわらず、十分に伝わってこない。新入学の児童・保護者が一番しわ寄せというのでしょうか、そういったものを受けますので、説明会等で伝えるべきだったのではないか。
　統合となる可能性のある学校に新入生を入れるべきではない。新入学児童数で統廃合を決めるということは、新入学児童の保護者としては納得がいかない。
　抽選ではなく、１年で転校となることを避けたいと考えている保護者への対応を取るべきだというようなご意見でございました。

　抽選後のご意見ですけれども、板橋第五小学校を希望したけれども、補欠の登録となってしまった。大山小学校の現状に対して、新入学児童の通学先が確保されないのはフェアではないというふうに考えている。

　また、これは抽選日の申し入れだったんですけれども、現時点での大山小学校通学区域児童への対応策や、その決定時期が決まっていないのは大変不安定である。対応が遅過ぎるのではないかというようなご意見でございました。

　こういったご意見を、協議会あるいは教育委員会に協議する場があるのであれば、ぜひ伝えてほしいというようなことを承っております。

　最後ですが、大山小学校は余りにも人数が少ないため避けたいというふうに考えています。この方は、板橋第五小学校の補欠登録なんですけれども、子供は、自分だけが通学先が決まらず、友達と離れると泣いていると。保護者の方も眠れぬ毎日で、親子ともに不安定な状況であります。この段階で学校が決まらないことはとても苦しいというようなご意見でございました。

　続きます。３番は、大山小学校の適正配置に関する進め方でございます。第１５回教育委員会、８月２９日におきまして、議案第１６号といたしまして大山小学校の適正配置に関する進め方の議決をいただいたところでございます。

　裏面をご覧ください。

　こちらは、そのときの議案の第１６号をそのまま掲載しております。
　確認いたしますと、大山小学校の教育環境協議会の意見書を尊重し、平成２５年度の通常学級の新入学児童数を見極めて判断することを趣旨とする協議会における「Ａ案」とするというような決定がなされたところでございます。

　現在の入学児童数の見込み数というものも鑑みまして、４といたしまして、今後の予定についてご説明させていただきます。

　まず、（１）としまして、１１月１３日に大山小学校の教育環境協議会へ報告を行います。
　報告等の内容といたしましては、平成２５年度の新入学児童数の見込み数について報告いたします。

　そして、大山小学校の適正配置に関する進め方、今後の予定、具体的には次回の１１月２０日の教育委員会で決定するというような内容をお伝えしたいというふうに思っております。

　（２）といたしましては、在籍児童の保護者に対する意向調査を行います。この意向調査につきましては、平成２５年度の大山小学校の学校運営に資するために、在籍児童の保護者に対しまして、平成２５年４月の指定校変更の意向、いわゆる転校の意向と、その転校先についての予備調査を行うものです。

　この件につきましては、これまでの保護者との説明、あるいは個別面談等の中で意見等が非常に強い状況にあったことでございます。
　１１月１３日に、この件につきましては教育環境協議会に報告をいたしまして、それ以降に、早急に調査に入りたいというふうに考えております。

　（３）といたしまして、先ほども触れましたが、１１月２０日開催の教育委員会におきまして、大山小学校の適正配置に関する進め方の決定を行いたいと思います。議案として提出する予定でございます。
　（４）といたしまして、１１月２２日に大山小学校の保護者説明会を予定しております。在籍児童の保護者に対しまして、１１月２０日に教育委員会で議決いたしました適正配置に関する進め方について説明を行います。

　（５）といたしましては、大山小学校の就学時健診が１１月２６日に予定されておりますが、私どもが学校に向かいまして、新入学の児童・保護者に対しまして、同じく１１月２０日に決定した内容を報告する予定でございます。

　この就学時健診につきましては、大山小学校に入学を考えている、決めている方と、それから板橋第五小学校の補欠登録者となっている方も、基本的には大山小学校で健康診断を受診するということですので、そういった方々ともお会いできる機会になろうかと思っていいます。

　それから、続きまして、５番です。

　大山小学校通学区域の平成２５年度新入学児童の就学先についてでございます。

　これは、分かりやすく言いますと、板橋第五小学校の抽選で補欠登録者が６名おります。先ほどもご意見等を紹介させていただきましたが、この６名の取り扱いにつきまして、平成２５年度入学の指定校変更を認めるというような考え方を現在持っております。

　説明は以上ですけれども、本日は、今後の予定、それから、何よりも現時点の入学見込児童数から、大山小学校の今後の学校の存続が難しいということ、それから、最後に触れました補欠６名の指定校変更の取り扱いにつきまして、まずは確認させていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

今井委員　　言葉の質問ですけれども、指定校変更を認めるということは、「この小学校に行きたいです」と言ったら、「はい、分かりました」ということになるわけではないんですか。

新しい学校づくり担当課長　　補欠登録者の件でよろしいでしょうか。この方々は板橋第五小学校を希望しておりますので、基本的には、板橋第五小学校の希望を叶えるというような方向性になろうかと思いますけれども、当然、抽選校となっている状況もございまして、板橋第五小学校の学校施設の状況も鑑みて、学校長とも協議している状況です。
　ただ、考え方としては板橋第五小学校の入学についてということでございます。

委員長　　その６名の方については、一旦、大山小学校に入学という形をとって、板橋五小に変更という形になるんですか。最初から、もう板五に行けるという。

新しい学校づくり担当課長　　学校選択制の流れの中では、補欠登録の方の再希望申込期間というのがございますので、この再登録に対しましても、どうしたらいいのか悩んでいる保護者の方がいらっしゃいますので、基本的には、その手続の絡みの中で、再希望という部分と合わせて進めたいなというふうに考えています。
次長　　希望が板五小であれば、板五小の方に行っていただくという形になります。指定校変更は、１月時点で指定校を通知しますので、その前に、もし変更ができてしまえば、その通知は、もう板五小という通知で、間に合えばしますし、間に合わない場合で仮に指定校が大山小学校ということになったとしても、その後、手続していただければ、統廃合が決定しておりますので、統廃合という理由で指定校変更を認めるということで、結果的に大山小学校には通学しないという形になると思います。

委員長　　できれば、就学時健診も板五の方で受けられるような形になった方が子供たちのためにはいいかなと。

次長　　そうですね。

新しい学校づくり担当課長　　実際に、ご意見のところでは、大山小学校への入学の意思がないところで、大山小学校に子供を連れていくことさえ拒んでいるというか、すごく厳しいというご意見を持っている保護者の方もいらっしゃいましたけれども、今のところは、大山小学校で受けていただくという方向では話しているんですけれども。

委員長　　できれば、板五の方で。その板五が難しければ保健所でやるとか。

新しい学校づくり担当課長　　そうですね。あるいは、予備日の取り扱いなども、保護者あるいはお子さんの事情を考慮して、予備日で、グリーンホールで、一括でやる機会を活用するということも考えています。
　ただ、いわゆる指定校変更を認める決定がなされていれば、板橋第五小学校での受診も含めて可能なんですけれども、そこの決定時期も問題になってくると思うのですけれども。
次長　　委員長からご提案いただいたことなので、事務局の方で対応できるかどうかも含めて検討させてください。お気持ちとしては、そういうお気持ちが強いというふうに考えておりますので、おっしゃるとおりだというふうに思っております。
委員長　　少なくとも、その６名の人には、とりあえずは落選ではないですけれども、補欠という形の負担をかけているので、なるべくその辺は少なくしていきたいとは思います。

次長　　はい。

谷田委員　　今の流れで、先ほどいただいた入学希望応募結果一覧表がありますよね。板五の希望は８０人いますよね。それに対して、通学区域外の方が２８名いて、その中に６名が含まれているんですね。そうですよね。

新しい学校づくり担当課長　　はい。

谷田委員　　その６名と、この抽選のやり方の関係はどうなるんですか。

教育長　　大山小学校の希望数の状況から見て、「Ａ案」でいっても２０名に届くのはなかなか難しいなという状況はもうはっきりしましたので、抽選をどういう形でしようかというのは、大分、事務局の中でも論議しました。

　ただ、大山小学校を平成２６年３月末で統廃合するという見込みはあっても、まだ最終的な決定ができていないので、少なくとも、その辺の周知に関して、当該の人たちに対しても、きちんとした、その辺の周知ができていないということで、今回の入学希望者の抽選に関しては今までと同じ考え方で、同じやり方でやらざるを得ないだろうということで行いました。

　補欠という形に、６名の方はなってしまいますけれども、この後、大山小学校について、教育委員会できちんと統廃合ということの方向性が決まってくれば、それに伴って、今度はそれに対して、どういうふうに対応するかという新たな対応ができますので、そこで救済はできるのではないかという形で考えたところなんです。

今井委員　　タイミングとしては、確かに前後してはいけない部分というのはありますから、その範囲内で、次長や委員長がおっしゃったように。
　ただ、１週間ないようなことですが、就学時健診の場所を通知するみたいなことが、もし可能であれば、できるといいなとは思います。
　というのは、就学時健診は、学校の先生が親に面談したりとかがあるじゃないですか。そこで、学校としても来る人については把握しておきたいので、両面から、板五小に行かれるとしたら板五小でやった方が、何かと４月以降を考えるといいのかなと思います。
　保護者の意見で、確かに、最後の２つですけれども、大山小学校から板五小を１３人受けて６人が補欠で７人が通ってということは、その保育園とか幼稚園のお友達が受かったり受からなかったりという中で、不安がる子供というのは確かに相当不安があったでしょうし、親もその辺ですね。
　これを防げたかというと、多分、防げなかったと思うのですが、フォローということで、できていけばいいなと思います。
教育長　　就学時健診の日程は１２月６日までで、各校で定めることになっていますよね。そこで上手く、本当はできれば、２日以降に板五が。

新しい学校づくり担当課長　　板五がいつだったか覚えていませんが、早いところは早いので。

教育長　　その辺の配慮は、できるだけ検討してみたいと思います。

委員長　　例えば、全体で遅らせて、そこの人数だけという。

新しい学校づくり担当課長　　この抽選までは、どうしても大山小学校が確定していなかったものですから通常の選択制ということで動きましたけれども、結局は大山小学校に起因する方々ですので、もともと大山小学校に行く意思がないということであれば、何とか就学時健診から流れに全部沿ってやっていただくのが、本来はいいのかなと思います。その辺は、できる範囲で調整したいと思います。

委員長　　よろしくお願いいたします。
　あとは、学校選択で大山小学校を希望されたというのは、兄弟が行っているからということでしょうか。

新しい学校づくり担当課長　　現在、意向確認ができているのは３名なんですけれども、そのうちの２名につきましては、ご兄弟が在籍しております。

委員長　　選択制で、あえて区域外から。

新しい学校づくり担当課長　　すみません。区域外の１名は、兄弟の関係です。

委員長　　兄弟ですね。

新しい学校づくり担当課長　　区域内にも１名、兄弟の関係があると思います。
○報告事項

８．調べる学習コンクールについて
（資料図―１・中央図書館）

委員長　　では、報告８に移ります。「調べる学習コンクールについて」、中央図書館長から報告願います。
中央図書館長　　それでは、調べる学習コンクールについてご説明いたします。
　「図―１」の資料になります。
　調べる学習コンクールにつきましては、区制８０周年記念事業として、今回、初めて企画したものでございます。

　内容としましては、小中学生が夏休み期間中に自分が興味を持ったテーマにつきまして図書館や資料館等を使って分かったことや感じたことを作品としてまとめるものでございます。
　このたび、第二次審査を実施いたしまして、表彰者が決定しましたので、ご報告いたします。

　まず、応募状況ですが、（１）応募数のとおり、３つの応募区分を合わせて１，４５４作品が集まりました。

　募集区分は３区分、小学校１年から小学校３年が３７８、小学校４年から小学校６年が７３２、中学生の部は３４４点となってございます。

　学校数としましては、小学校が３８校、中学校からは３校の参加がございました。

　表彰数ですが、（２）の①にありますとおり、応募数の２％程度ということで、③表彰内訳のとおりとさせていただきました。この２％の数値は、東京都の審査会へ提出する枠の関係で設定したものでございます。

　④表彰者ですが、次ページの一覧のとおりとなってございますが、一部訂正がございまして、四角の枠があるんですけれども、一番上の低学年の枠のところの、奨励賞の一番下段のところです。「赤塚新町小学校」と記載されているところが「三園小学校」の間違いでございます。申しわけございません。訂正させていただきたいと思います。
　ページを戻りまして、審査項目が（３）のところにあるんですが、こちらの①から⑨の項目を、一次、二次審査とも点数化いたしまして、優秀賞を選定いたしました。その中から、区分ごとに最優秀賞を、教育長に最終的に決定していただきました。

　なお、こちらの方の資料には締め切りの関係で掲載できませんでしたが、個人表彰のほかに、志村第五小学校につきましては、学校全体で調べる学習コンクールに取り組んでいただきまして、３６９点のご応募がございました。これを評価いたしまして、特別賞としまして志村第五小学校を学校表彰とさせていただく予定であります。

　表彰式につきましては、２に記載のとおりでございます。１１月２４日土曜日の午後２時から、グリーンホール２階にて実施する予定でございます。

　中央図書館からは、以上です。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

高野委員　　こちらの特別表彰を受ける志五小から学校だよりをいただきまして、今回の件を詳しく校長先生に伺いました。

　全校の９８％の子供が、このコンクールに参加したということです。近くの西台図書館から、事前に出前授業を夏休み前に行って、また、それを今度は家庭にもお知らせして、夏休み中に、ご家庭でお子さんたちの指導をしていただいて、こういう結果が得られたそうです。

　このコンクール参加が、今まで余り図書館の利用を子供たちが上手にできていなかったものが、日常の学習などでも利用できるようになって、大変効果があったということを伺っております。

谷田委員　　いい話ですね。図書館側も、学校とどうつながるかというのが、悩んでいるというと怒られてしまいますけれども、すごくいい提案じゃないですか。

中央図書館長　　今回、地域図書館として初めての事業ということもありましたので、事前に学校さんの方に、説明にお伺いして、そこら辺の連携を強めていきまして、確かに志村五小の校長先生から、西台図書館からの説明にかなり感銘を受けたという、全校で取り組ませたいというご意見をいただきまして、その結果だと思っております。

教育長　　３８校の中でも、本当に断トツで志村五小がたくさん出していただいて、すごくいい取り組みをしてくれているんですよね。

　話を聞きましたら、西台図書館、地域図書館との連携が本当に上手くいくようになって、この表彰を受けることを一番喜んでくれているのは西台図書館の職員で、特に若手の職員が物すごくやる気を出して、学校との連携を今後も進めていきたいという意見もいただいているということのようです。

　ぜひ、その辺の取り組みの内容などを全体に知らせるという、いい内容ですから、その辺の資料などもいただけると、参加された皆さん、各学校に配っていただけると、今後さらに進展していくのではないかなというふうに思います。

今井委員　　中央図書館長が、大分前から、これが大事だよねというようなことをおっしゃっていた、その成果もあるのかなと思っていました。
委員長　　このタイトルだけで見ますと、櫻井徳太郎賞の方に応募してもいいのではないかというようなものもありまして、ぜひ、ここの経験を生かして、そういった方向に進んでいただけるとよろしいのではないかと思います。

教育長　　そうなんです。私も何点か、優秀な作品ですけれども、最優秀賞を選ぶに当たって見せていただいたんですけれども、みんな小中ともに素晴らしい作品でした。確かこの内容は櫻井徳太郎賞に、もうちょっと発展させていけばできるなというのがたくさんありました。

　今回、櫻井徳太郎賞の方が小学生の応募は減ってしまっているものですから、その辺の連携も、したらいいかなというふうには大変感じたところです。

今井委員　　その辺は図書館にも通知を。櫻井賞の応募も勧めていただけるような流れになるといいんですけれども。

中央図書館長　　今後、調整させていただきます。

委員長　　これは、８０周年の単発事業ですか。

中央図書館長　　今回どうなるのかというのは、応募数も分からないまま始めたんですけれども、今回の成果を踏まえて、来年度以降も継続して実施していくという方向で進めております。

委員長　　児童生徒の立場から見ると、夏休みにやることがたくさんあって、発明コンクールもありますし、櫻井徳太郎賞があって、選挙ポスターもありますし、やることはたくさんあるんですけれども、色々やった方がいいかなと思います。

今井委員　　中学生は、そういう依頼が、夏の宿題でいくつもありますよね。

委員長　　では、次に、教育委員会次第にはありませんが、追加報告事項はありませんか。

生涯学習課長　　その他の部分ですが、１０月２０日土曜日から１１月１８日まで、今、「板橋文化財ふれあいウィーク」が開催されております。
　区内には、現在１６０点の文化財が登録・指定されておりまして、これらは板橋の歴史や文化を今に伝える貴重な財産でございます。
　今年度は、例えば１１月４日に、東京都の史跡になっております茂呂遺跡の特別公開に、例年よりも倍近い１５０人もの方が、大勢訪れられるなど、非常に区民の関心も高まっているところでございます。
　ぜひ、お時間がございましたら、文化財の方も訪れていただきたいなというふうに思っております。

　後ほど、事務打合せ会で学芸員の文化財係長より、茂呂遺跡から出土された石器などをご覧いただきながらご説明させていただきたいと思っております。ひとつよろしくお願いいたします。
委員長　　ほかに。なければ、私の方から、何点かだけ報告させていただきます。

　１０月２７日は高島第三小学校の４０周年に行ってまいりました。ここはＰＴＡの方が非常にたくさんお手伝いに来ておられまして、そのおかげで、玄関に記念作品「絆」というのが壁に張ってあったんですけれども、それが全く見えなかったという。入ったときに、そういうことがありました。
　呼びかけの中でも、合唱が多くてよかったですし、特に、実行委員長が作詞された歌がありまして、これは祝賀会の方で披露されました。

　記念樹はオリーブが２本植えられまして、平和を求める板橋に合わせたということで、オリーブの木だったそうです。

　１１月３日は徳丸小学校５０周年記念式典に行ってまいりまして、ここは、面白いのは、記念誌にあります学級紹介が、それぞれ各自、川柳でやっていたというのがありました。

　ただし、ここの問題点は、体育館が、大規模改修のときに、屋根も恐らく改修しているんですけれども、式典の途中で大きな音が出てまいりまして、恐らく鉄板でやっていたとすると、その膨張等によって音が出ていたのではないかということで、ネットで調べましたら結構そういう例が出ておりました。

　多分、施工上の問題ではないかと思うのですけれども、だから、そのままでいいというわけにはいかないので。

　式典の途中ですごい音がしますし、あれは体育をやっていたって、うるさいというか、大きい声を出しているような体育ならいいんですけれども、しんとしたようなところでサーブしようとしたときにあんな音を出されたら、非常にたまらないので、あれは絶対に直さないといけないというふうに感じました。

　それから、１１月３日は高島第二中学校の４０周年記念式典に行きまして、ここは、まず、行きましたら、控室に生徒会長名のメッセージがありまして、非常に感激したんですけれども、残念なことは、式の途中で、生徒さんが、色んな人がありました。

　ただ、この学校は午前中に合唱コンクールをやって、午後から記念式典ということで、生徒の方も緊張感が途切れていたのではないかなという気もいたしました。ただし、開会前には吹奏楽が始まりまして、生徒全員が手拍子でそれに合わせという、非常によいイベントではあったと思います。
　あとは、生徒の代表の挨拶も非常によかったと思いますし、指揮と伴奏をする人が舞台上に上がるときに、ちゃんと舞台に一礼してから上がっているのが非常によかったと思います。

　１１月４日は中根橋小学校６０周年記念式典で、ここは３地域センターにまたがっているので、町会数が非常に多いことも非常に幸いいたしまして、各町会から記念品がたくさん寄せられていたという、若干うらやましい面もありました。

　来賓祝辞の中で「おめでとう」と言うと、ちゃんと「ありがとう」と児童から返事が返ってくるようなところもあって、非常によろしかったかと思います。

　とりあえず、私の方は以上でございます。

今井委員　　補足ですけれども、お祝いに子供たちが川柳をつくったものに、委員長が川柳で返していました。

委員長　　ほかに、ありますか。

高野委員　　中根橋小学校に、教育委員として初めて伺いました。
　中根橋小学校は、毎週、皆で校歌を歌っているそうなんです。ですから、式典のときの校歌も大変大きな声で上手に歌えていたので、そういう取り組みがとても素晴らしいなと思いました。
委員長　　では、ほかになければ、以上をもちまして、本日の教育委員会を終了いたします。

午前　１１時　４０分　閉会
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